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上海米山学友会

タイ米山学友会

ネパール米山学友会

モンゴル米山学友会

台湾米山学友会 正式名称：社団法人 中華民国扶輪米山会 

韓国米山学友会

上海米山学友会は次世代の若者支援に力を入れてい
ます。甘粛省の小学校では2014年から10年間で約280
人、雲南省の小学校では21年から4年間で約100人の
子どもたちに奨学金を支給してきました。さらに、大連支
部では学友が資金を出し合って農地を借り、野菜や花を
育てながら、自閉症の子どもたちに自然と触れ合う機会
を提供しています。教育と福祉の奉仕活動を通じ、未来
を担う世代の成長を支えています。

2024年8月、タイ北部チェンライ県で発生した大雨・洪
水の被災地を支援しました。危険を伴うため、学友が現
地でボランティア活動を行うのは困難でしたが、被災地
の自治体へ義援金20,000バーツを寄付し、食料や生活
必需品の調達に役立ててもらいました。現地の協力者と
連携し支援を行うことで、村の人々や政府関係者から感
謝の声が寄せられました。

2023年2月17日、学友会が設立支援したバグマティ県
シンドゥ・パルチョーク郡の農作物集荷センターでオー
プニングセレモニーが開催されました。このセンター
は、地元農産物の集荷を通じて住民の所得向上と貧困
削減を目的としています。また、同学友会は2015年の
ネパール大地震で日本から寄せられた義援金を原資と
し、子どもたちの教育支援を続けています。

2024年に創立10周年を迎え、「学友からロータリアンへ
の親孝行」をテーマに記念式典を開催。約140人が出席
し、活動を振り返りました。また、授業時間が限られるゲ
ル地区の学校に図書館を設立するプロジェクトを推進
し、参画する日本とモンゴルのロータリークラブをつな
ぐ橋渡し役を担っています。さらに、2024年から障がい
児の歯科健康支援として幼稚園で歯科検診を開始。地
域と連携し、必要な治療につなげるなど奉仕活動に力を
入れています。

米山学友会の中で最も歴史のある学友会です。2009
年から台湾の大学・大学院で学ぶ日本の若者を対象と
した「日本人若手研究者奨学金」を設立。24年までに
累計61人を支援しました。学友がカウンセラーとなり、
日本人奨学生を物心両面で支えています。日本での災
害時には会員に募金を呼びかけ、復興支援のため義
援金を寄付するなど、日台親善のための幅広い活動を
行っています。

毎年、奨学期間を終えた学友の帰国歓迎会を開き、新
たな学友会会員を温かく迎えています。2016年には日
本人留学生支援を開始し、韓国に留学する日本人学生
へ奨学金を支給。24年までに累計50人を支援しまし
た。さらに、第16回ロータリー韓日親善会議では、米山
学友会の活動を韓国のロータリー会員に紹介し、大き
な関心を集めました。

帰国した米山学友のネットワークが拡大海外学友会

日本留学を希望する台湾の若者に情報提供

学友手作りの農園で収穫体験をする子供たち

タイ学友会の支援を受け、被災地に届ける物資を準備する被災地の人々

子どもたちに奨学金支援

幼稚園での歯科検診
毎年開いている帰国歓迎会
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ベトナム出身奨学生のカウンセラー
0さん（福島東RC)

■事業創設70年を経た奨学事業
ロータリー米山記念奨学事業は日本のロータリーの誇るべ

き国際奉仕活動です。奨学生数は全国で約970人と、外国

人留学生を対象とした民間の奨学金では国内最大規模で

す。これまでに累計で、世界134の国・地域からの留学生2

万4千人超を支援してきたこの事業の要は、“カウンセラー”

です。1971年にカウンセラー制度が導入されて以来、奨学

生とカウンセラーによって、国際交流と親善の歴史が育ま

れてきました｡

■巣立った後も学友との交流を
巣立った後も、カウンセラーと学友との絆を大切に、奨学

期間終了後も例会などに招待しているクラブがあります。

メールでのやり取りを絶やさず交流を続ける場合や、お互

いの国を訪問し合う場合もあります。さまざまな形で交流

を続けることで、米山学友の皆さんも学友としての誇りと自

覚を持ち続けることができます。

どの奨学生も日本の文化や生活を学ぼうとする意識が
高いと感じています。食事の際などは、同年代の日本人
よりも目配り·気配りができる事に驚きました。私自身、
奨学生から学ぶものがたくさんあると考えています。

中国出身奨学生のカウンセラー
Sさん（長岡RC)

ひたむきな奨学生です。少しでも不安を取り除き、勉学
に励む環境を整えてあげたいと思っています。日本と、
ロータリアンと、いや国際人として、人と人とのつながり
の中で大きく育っていってほしいと思います。

台湾出身奨学生のカウンセラー
Aさん（愛知三州RC)

当クラブでは、私が出られないイベントがあれば会長を
はじめ誰かがサポートに入ってくれます。複数人体制で
カウンセラーを置くクラブもあるようです。
「カウンセラーは奨学生の手本となるべき」「海外からの
留学生を預かる」云々と考えすぎると、せっかくのチャン
スを見送ってしまうと思います。故齋藤直美理事長が
仰っていた、「まずは留学生とお友達になってください」
という言葉通りでまったく問題ありません。米山奨学生
と触れ合う期間は私だけでなく、職場の人間、そして家
族にも、すばらしい刺激的な日々を与えてくれました。

マレーシア出身奨学生のカウンセラー
Nさん（武生府中RC)

カウンセラーを引き受ける前までは外国の方々からあま
り良い印象を受けていませんでした。しかし奨学生と
日々接するうちに、私自身も様々な事を勉強させていた
だく機会に恵まれ、意識を変えるきっかけになったと思
います。

韓国出身奨学生のカウンセラー
Tさん（東京城東RC)

子供たちも奨学生に興味津々で、交流を期待していま
す。若い人同士、異なる文化、異なる歴史、異なる環境を
互いに受け止めながら、共通する想いを共有して、それ
ぞれの中で育んでくれる事を期待しています。

スリランカ米山学友会

マレーシア

ミャンマー

ベトナム南〈ホーチミン〉

スリランカ国内だけでなく、日本、アメリカ、カナダ在住の
学友も参加し、毎月オンラインミーティングを開いて連
携を強化しています。また、毎年新学期に山村の小学校
へ文具を送る奉仕活動を実施。さらに、コロナ禍には国
際ロータリー第2530地区と協力し、病院へ医療機器を
寄贈しました。2023年にはビーチクリーン活動を実施
するなど環境保護にも取り組み、社会貢献に努めていま
す。

米山学友が日本で学んだ知識や技術を社会に還元する
教育プログラムを実施。日本語教育や日本の労働倫理
を学ぶオンライン講座を開講しました。さらに、日本留学
支援にも注力しています。日本留学フェアへのブース出
展や、2025年1月からは独自に毎月1回の無料日本留学
コンサルティングを実施するなど、留学希望者が安心し
て準備できるよう、情報提供を積極的に行っています。

東京米山ロータリーEクラブ2750と連携し「田中作次奨学金」を
通じてミャンマーの若者への教育支援を行っています。この奨
学金は、元国際ロータリー会長・田中作次氏の冠名奨学金であ
り、米山奨学金制度を模範として設立されました。ミャンマー米
山学友会の学友たちが自ら現地奨学生の選考を行い、支援活
動を推進しています。また、現地の小学校へ本、机、お米などを
寄付する奉仕活動も続けています。

2014年からホーチミンで有志が集まり、学友グループと
して活動を開始。2023年には10番目の学友会として正
式に発足しました。日本のロータリークラブと協働し、児
童・障がい者・高齢者向け福祉施設への慰問や物資の
寄贈、独自の奨学金支援に力を入れています。活動時に
着用するオリジナルポロシャツの背には、「超我の奉仕」
の文字が刻まれ、奉仕の精神を次世代に繋ぐことを大
切に活動を展開しています。

文具セットを受け取る子供たち

日本語指導に関する講座を開催

「田中作次奨学金」オンラインでの授与式

児童福祉施設への訪問と物資の寄贈

4日本と世界を結ぶ人づくり事業の要は、カウンセラー
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奨学生累計：24,830人（現役奨学生：964人／学友：23,866人）2025年6月末現在

その他 博士 修士 学部

3.世界で活躍する米山学友

1.米山奨学生数の推移

2.これまでに支援した奨学生の国・地域

134
大洋州  63人（0.3%）

年度
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人数

北・南アメリカ州  395人（1.6%）
ヨーロッパ州・NIS諸国 460人（1.9%）

アフリカ州  306人（1.2%）

インドネシア 574人（2.3%）

無国籍  4人（0.0%）

台湾
3,643人（14.7%）

ベトナム 1,611人（6.5%）

マレーシア 1,124人（4.5%）

中国
8,802人
（35.4%）

その他アジア州
2,909人（11.7%）

韓国
4,939人（19.9%）

中国：4,045人 日本：4,991人

韓国：3,319人
台湾：2,585人

大洋州：91人

北・南アメリカ州：586人

連絡先不明：4,965人
死亡：125人
学友全体数：23,866人

ヨーロッパ州・NIS諸国：224人※

アフリカ州：147人

これまでに累計で

の国・地域の学生を
支援しました。

※旧ソ連の新独立国のうちエストニア、
　ラトビア、リトアニアを除く11ヶ国。

アジア州：2,788人
（中国、韓国、台湾、日本を除く）
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24,830人

※複数回奨学金を受けた者で異なる学校に所属した者は、それぞれの
　学校でカウント

（米山奨学会独自の分類です）

（米山奨学会独自の分類です）

★ガバナーになった学友：3人　※衛星クラブの会員数を含む

米山学友を中心に発足したロータリークラブ

学友なんでも

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

東京大学
筑波大学

大阪大学

名古屋大学

信州大学

九州大学

東北大学

神戸大学

京都大学

早稲田大学

埼玉大学

987人
788人

629人

488人

464人

431人

430人

414人

377人

374人

374人

Q1 出身校BEST10は？
1

2

3

4

5

会社員
教育

研究所

学生

企業経営・自営

4,639人
4,277人

652人

623人

541人

Q3 学友の現在の職業は？

1

2

3

4

5

台湾
中国

韓国

ミャンマー

ネパール

88人
74人

73人

13人

10人

311人（米山奨学会把握分）A
Q4 ロータリー会員になった学友の国・地域は？

1

2

3

4

5

中国
韓国

台湾

バングラデシュ

ベトナム

1,645人
1,358人

649人

96人

55人

4,215人（国外取得者、渡日前取得者を含む）A
Q2 博士号取得者数は？（申請ベース）

【博士号取得者の国・地域ランキング】

1

2

3

4

5

工学
医歯薬等

農学

社会科学

理学

1,281人
903人

554人

518人

372人

【博士号の種類】

料資 館

●台北東海RC（第3482地区）
　加盟承認：1995年1月31日 ※公用語は日本語
●台中文心RC（第3461地区）
　加盟承認：2007年3月16日 ※公用語は中国語
●東京米山友愛RC(第2750地区)
　加盟承認：2010年3月16日
●東京米山ロータリーEクラブ2750(第2750地区)
　加盟承認：2012年6月21日 ※インターネット上で例会を行う
●さいたま大空RC(第2770地区)
　加盟承認：2013年11月25日 ※財団学友と米山学友により創立
●茨城ロータリーEクラブ(第2820地区)
　加盟承認：2019年5月27日 ※第2820地区で初のEクラブ

米山学友を中心に発足した衛星クラブ
●東京麹町スターロータリー衛星クラブ（第2580地区）
　加盟承認：2022年4月26日
●宝塚ユニバースロータリー衛星クラブ（第2680地区）
　加盟承認：2023年3月16日
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